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添付文書 XMlを用いる医薬情報データベースの再構築-JAPIC型 XMLデータ
の成分データベースへの適用一
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【目的】医薬情報の基本となる添付文書情報は,情報通信技術 (ICT)の発達とWeb

検索システムの整備によって,常に最新のものが入手できるようになり,医薬品

の適正使用に大きく貢献している.一方,事故防止の観点から,特に注意が必要

な薬剤 (ハイ リスク薬)に関して,より迅速かつ正確に医薬情報を提供できる仕

組みの構築が求められている.そこで,これまでに本学ネットワーク上に蓄積 し

てきた医薬情報データベースを再構成 して,XMLの特長を生かした新たな検索シス

テムの構築を検討 した.

【方法】1. 日本医薬情報センター (JAPIC)が作成する添付文書 xMLデータ (医

療用,約 1万 2千件)を項目別にAccessデータベースに格納した.2.組成 ･性

状の項から成分情報を切 り出し,収集 した成分名を類似成分でグループ化 して,

階層化 した独自の成分コー ドを付与した.3.再構成 した検索用と表示用の XML

をもとに添付文書検索システムを作成 した.4.Webサーバ (WindowsServer2008)

上にXML,XSL,CSS,JAVA,PDFなどの各ファイルを配置し,システムを稼働 した.

【結果 ･考察】webサーバのXML処理機能を活用することで,比較的容易に安定し

た検索システムが完成 した.XSLを再設計することにより既存のシステムより高度

な検索機能と表示機能を実現することができた.すでに構築済みの OTC成分デー

タベースと統合することにより,すべての医薬品が検索対象で,かつテキス トで

添付文書を表示可能なデータベースが構築できた.現在,成分情報をより多く持

つ外部サイ ト-のリンクを検討中である.また,禁忌,使用上の注意,副作用,

相互作用,用法 ･用量などの重要項目についても同様の加工法を採用することに

より,有用な検索システムが構築可能と考えられる.


